
安曇野市社会福祉協議会  第81号社会福祉
法　　人

発行日 2019.4.18
表紙：堀金老人福祉センター「第１１回おむすび会」

おむすび会当日は、お子さん
25名を含む総勢50名超の皆さ
んで手作りけんちん汁や三色
ぼたもちをいただきました。
おむすび会は年に 4 回ほど開
催しています。

中央部分に「ふれあいバスの旅 参加申込書」がございます。



3 2安曇野市社協だより あづみん 第８１号 安曇野市社協だより あづみん 第８１号 2

法
人
内
外
の
連
携
を
強
化
し
、
地
域

共
生
社
会
の
基
盤
づ
く
り
に
貢
献
し
ま

す
。ま

た
、
持
続
発
展
す
る
法
人
運
営
を

目
指
し
、福
祉
人
材
の
「
確
保
」「
育
成
」

「
定
着
」
に
努
め
、
次
の
こ
と
を
重
点
に

お
き
事
業
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

■
互
い
に
支
え
合
う
地
域
づ
く
り
に
向
け

て
「
人
づ
く
り
」
を
推
進
し
ま
す
。

■
地
域
づ
く
り
を

〝学
ぶ
場〟

〝実
践
す

る
場〟

の
充
実
を
目
指
し
ま
す
。

■
子
育
て
支
援
に
か
か
る
住
民
全
体
の

活
動
を
推
進
し
ま
す
。

■
介
護
事
業
で
は
通
所
事
業
所
ご
と
に

軸
と
な
る
サ
ー
ビ
ス
を
定
め
、
訪
問
介

護
事
業
所
で
は
他
で
は
応
じ
き
れ
な
い

需
要
に
対
応
す
る
力
を
強
化
し
ま
す
。

■
障
が
い
福
祉
事
業
で
は
、
仕
事
・
社

会
参
加
・
創
作
活
動
な
ど
経
験
の
幅

を
広
げ
、
ご
利
用
者
様
一
人
ひ
と
り

の
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
応
援
し
ま
す
。

市
内
84
カ
所
の
地
区
社
協
を
訪
ね
て

安
曇
野
市
内
に
は
84
の
地
区
社
協
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
そ
れ
ぞ
れ
の
活
動
が
あ
り
ま
す
。
今
回
も
地
区
社
協
の
活
動
を
ご
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

上
堀
地
区
社
協
で
は
、
特
別
活
動
事

業
配
分
金
を
使
っ
た
「
支
え
合
い
マ
ッ
プ

作
り
」
や
、
社
協
会
費
還
元
金
を
使
用

し
た
事
業
を
い
く
つ
か
行
っ
て
い
ま
す
。

①
マ
ッ
プ
の
見
直
し

社
協
堀
金
支
部
主
催
の
「
災
害
時
住

民
支
え
合
い
マ
ッ
プ
研
修
会
」
に
お
い
て
、

『
上
堀
地
区
は
第
一
段
階
の
防
災
マ
ッ
プ

で
終
わ
っ
て
い
る
。
本
年
度
は
安
曇
野
市

避
難
行
動
要
支
援
者
名
簿
に
よ
る
マ
ッ

プ
へ
の
落
と
し
込
み
を
行
い
、
第
二
段
階

の
福
祉
マ
ッ
プ
の
完
成
を
目
指
す
。』
こ

と
を
決
定
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
区
長
・

民
生
児
童
委
員
・
協
議
員
・
社
協
職
員

等
の
協
力
を
得
て
、
色
分
け
に
よ
る
落
と

し
込
み
を
完
成
し
、
各
協
議
区
単
位
へ
マ

ッ
プ
を
配
布
し
ま
し
た
。
次
年
度
以
降
は

支
援
者
の
選
定
・
決
定
等
を
行
い
、
マ
ッ

プ
の
完
成
に
近
づ
け
た
い
と
思
い
ま
す
。

②「
お
楽
し
み
会
い
こ
い
の
広
場
」の
紹
介

毎
月
第
４
水
曜
日
、
会
費
４
０
０
円
で

食
事
会
を
行
っ
て
い
ま
す
。

お
昼
前
か
ら
お
世
話
係
の
方
々
が
旬　
の

野
菜
を
用
い
た
伝
統
食
等
を
準
備
し
、

皆
さ
ん
で
和
気
あ
い
あ
い
と
し
た
中
で
話

に
花
が
咲
き
、
体
操
・
歌
声
等
を
交
え

な
が
ら
憩
い
の
時
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。　

写
真
は
７
月
２５
日
に
開
催
し
ま
し
た
１ ４

周
年
記
念
の
も
の
で
す
。
当
日
は
、区
長
・

民
生
児
童
委
員
等
の
参
加
を
い
た
だ
き
、

音
楽
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
出
演
に
よ
り
会
場
を

盛
り
上
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今
後

も
参
加
者
を
増
や
し
な
が
ら
継
続
し
て
い

き
ま
す
。

堀
金
・
上
堀
地
区
社
協

あ
づ
み
野
エ
フ
エ
ム
放
送

～
７な

ろ
う
、ひ
と
つ
に

６.

１
　Ｍ
Ｈ
ｚ
～
　

あ
づ
み
野
エ
フ
エ
ム
放
送
で
、毎
月
社

協
の
事
業
な
ど
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

番
組
内
の
１ ５
分
間
の
放
送
で
す
が
、
ぜ

ひ
お
聴
き
く
だ
さ
い
。

■
笑
顔
い
っ
ぱ
い
！
児
童
館
サ
ー
ク
ル

　

３
か
月
に
１
度
、
不
定
期

あ
づ
み
野Y

ou G
otta

情
報
局
内

■
さ
さ
え
あ
い
社
協
サ
ー
ク
ル

毎
月
第
３
水
曜 

正
午
～
午
後
２
時

お
ひ
さ
ま
サ
ー
ク
ル
内

支え合いマップ

研修会では、 マップの完成をめざし、
話し合いを進めました。

現在までの皆勤の方が７名いらっしゃいます。
また、 参加者の最高齢の方は９２歳です。

楽しい時間はあっという間です。

新
年
度
を
迎
え
て

新
年
度
に
あ
た
り
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

日
頃
は
、
住
民
皆
さ
ま
に
は
当
会
の
地
域
福
祉
事
業
・
活
動
の

推
進
に
対
し
あ
た
た
か
な
ご
支
援
・
ご
協
力
を
賜
り
心
か
ら
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

本
年
は
５
月
よ
り
令
和
元
年
と
時
代
の
節
目
の
年
で
あ
り
ま
す
。
平
穏
な
年
で
あ
り

ま
す
こ
と
を
願
い
、
職
員
一
同
新
た
な
気
持
ち
で
地
域
福
祉
の
推
進
・
支
援
に
努
め
て

ま
い
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

今
日
、
地
域
に
は
様
々
な
地
域
福
祉
課
題
が
派
生
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
隣
近
所
の

つ
な
が
り
の
希
薄
化
も
あ
り
、
引
き
こ
も
り
や
社
会
的
に
孤
立
す
る
世
帯
が
増
加
し
て
い

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
課
題
解
決
に
向
け
、
互
い
に
支
え
助
け
合
い
見
守
る
地
域
づ
く
り

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

平
成
３０
年
度
県
社
協
が
行
っ
た
「
福
祉
に
関
す
る
県
民
意
識
調
査
」
で
は
、
地
域

で
の
支
え
合
い
や
助
け
合
い
は
望
ま
し
い
と
い
う
回
答
は
６
割
以
上
で
あ
る
の
に
対
し
、

実
際
に
助
け
合
っ
て
い
る
と
答
え
た
の
は
３
割
に
満
た
な
い
と
い
う
結
果
で
し
た
。

当
会
で
は
、
市
内
５
支
部
社
協
・
８４
地
区
社
協
・
５
支
所
（
福
祉
セ
ン
タ
ー
）・
本

所
が
す
す
め
る
福
祉
事
業
が
、
人
と
の
つ
な
が
り
や
支
え
合
い
を
見
守
る
地
域
づ
く
り

を
進
め
て
い
ま
す
。
市
内
隣
組
単
位
に
お
願
い
し
て
い
る
福
祉
員
が
、
地
域
の
安
心
・

安
全
の
見
守
り
を
行
っ
て
く
だ
さ
っ
て
い
ま
す
。

当
会
は
、
市
か
ら
の
指
定
管
理
・
委
託
事
業
と
し
て
介
護
事
業
や
障
が
い
福
祉
事

業
の
一
部
を
運
営
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
児
童
館
・
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
、
生
活
困

窮
者
自
立
支
援
「
ま
い
さ
ぽ
」、
心
配
ご
と
相
談
事
業
な
ど
も
併
せ
て
受
託
運
営
し
て

い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
事
業
の
経
営
に
つ
い
て
は
行
政
と
連
携
を
密
に
し
て
進
め
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

本
年
度
も
、
住
民
皆
さ
ま
の
ご
支
援
・
ご
協
力
を
心
よ
り
お
願
い
申
し
上
げ
ご
挨
拶

と
致
し
ま
す
。

社
会
福
祉
法
人
安
曇
野
市
社
会
福
祉
協
議
会　

会
長　

松
嶋
隆
徳

平
成
31
年
度
事
業
計
画

平
成
31
年
度
予
算
概
要

※
公
益
・
障
が
い
者
就
労
支
援
の

各
特
別
会
計
も
含
み
ま
す
。

支出項目 （単位 ：千円）	 	 （割合）

人件費	 1,253,048	 67.0％

事業費	 233,308	 12.5％

事務費	 189,902	 10.1％

就労支援事業費	 36,718	 2.0％

助成金	 18,835	 1.0％

その他	 139,480	 7.4％

支出合計	 1,871,291	 100.0％

収入項目（単位：千円）		 	 （割合）

会費	 26,921	 1.4％

市などからの補助金	 144,459	 7.7％

市などからの受託金	 337,773	 18.1％

介護保険事業	 906,596	 48.5％

障がい福祉サービス等事業	 281,158	 15.0％

その他の収入	 174,384	 9.3％

収入合計	 1,871,291	 100.0％
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あたたかな善意ありがとうございます　　　　ご厚意に深く感謝申し上げます。 （順不同）

■旬の味ほりがね物産センター組合様 ・ ・ ・５０，０００円	 ■長野県明科高等学校生徒会様 ・ ・ ・４，３６８円

■フコク生命松本支社松本第一営業所様 ・ ・ ・ ・ ・タオル１００本　　■内田眞由美様 ・ ・ ・ ・ ・毛糸１６玉

■日本禁煙友愛会様 ・ ・ ・ ・ ・ 麻雀セット２卓

　　　第１３回明科福祉まつり実行委員会様	 	 　　プロジェクター１台、 DVD プレーヤー１台

　　　　　安曇野明科親睦ゴルフ実行委員会様	 	 　　トランシーバー３台、 DVD ２枚他

■穂高将棋クラブ様 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ５，０００円	 ■堀金吟剣詩舞道連盟様 ・ ・ ・８，３８５円

■中信年金受給者協会様 ・ ・ ・ ・ ・２４，１ ９５円	 ■あかしな農業塾様 ・ ・ ・あかざの杖 20 本

■安曇野市立穂高東中学校様 ・ ・ ・ ・ ・ペットボトルキャップ１００袋　

デマンド交通
「あづみん」

100万人突破！！

多くの皆さまにご利用いただ

いているデマンド交通 「あづみ

ん」 が平成１ ９年９月の運行開

始から１ ２年目に入りました。 お

かげさまで３月１４日、 延べ利用

者数１００万人を達成することが

できました。

これからも地域に愛されるデマンド交通「あづみん」を目指し、ご利用

者様の利便性の向上につながるサービスの充実に努めてまいります。

まいさぽ安曇野フードドライブ
～食べ物の寄付とギフト～開催しました

３月にベイシアあづみの堀金店で開催した 「第５回まいさぽ安曇野フードドライブ」 では、 多く

の方のご理解とご協力をいただき、 ありがとうございました。 お買い物のついでの方、 わざわざ

お出かけいただいた皆さま、 大変感謝しております。 おかげさまで８８点ものご寄付をいただき

ました。

ご寄付いただいた食料品は、 「まいさぽ安曇野」 で相談を受けた方のお手元に届けさせていただきます。

「まいさぽ安曇野フードドライブ」 は、 順次地域を回りながら開催しておりますが、 食料品のご寄付の受付

は常に行っております。 これからも引き続き皆さまのご協力をお待ちしております。

■問合せ

社協本所内

「まいさぽ安曇野」

担当 ：藤澤 ・加藤

電話 ： ８８- ８７０７

寒
い
中
、
あ
た
た
か
い

お
気
持
ち
を
届
け
て
い

た
だ
き
、
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

すてっぷワーク　Cafe 菫 （すみれ）
オープン１周年を迎えました

おかげさまでこの３月に 「すてっぷワーク Café 菫 （すみれ）」 はオー

プンから 1 周年を迎えることができました。 いつもご利用いただいてい

る皆さん、 ありがとうございます。 三郷交流学習センター 「ゆりのき」

にお越しの際はぜひお立ち寄りください。

火曜日と金曜日の午前 10 時～
午後 3 時まで、 私たちがお待ちし
ています。

安曇野市朗人大学卒業式

�
�
�

�
�
�

�
�
�

３月２６日、 春の陽気の中、 豊科ふれあいホールにおいて、

平成３０年度安曇野市朗人大学卒業式が行われました。

３０年度は１２０名が入学し、 ３３名の皆勤賞の方を含む９１名

の皆さんが必要単位を取得され、 修了証書を授与されました。

新年度は４月２６日の入学式で、 新たに１０９名の新入生を迎

えスタートします。

明科地域 「あいりすｄｅサロン」 開催のお知らせ

　市歌にあわせた体操で体を動かしませんか？
安曇野市健康推進課の横山健康運動指導士に教えていただきます♪

■日　　時　５月２３日 （木） 午後１時半～３時	 ■会　　場　明科総合福祉センターあいりす （社協明科支所）

■費　　用　無料	 ■対　　象　原則として明科地域在住の方

■内　　容　あづみの健康体操 （市歌体操） 茶話会	

■申込み　不要ですが会場準備の都合上、 事前にお電話をいただけましたら幸いです。

■問合せ　社協明科支所　電話６２- ２４２９
■主　　催　安曇野市生活支援体制整備事業明科地域協議体

社
協
明
科
支
所
で
は
、
初
心
者
で
も

参
加
で
き
る
健
康
麻
雀
教
室
を
開
催
し

て
い
ま
す
。
ど
な
た
で
も
お
気
軽
に
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

■
日　

時　

毎
月
第
２
月
曜
日

午
後
１
時
～
４
時

■
会　

場　

明
科
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

　　　　　　　　

あ
い
り
す（
社
協
明
科
支
所
）

■
内　

容　

今
、
介
護
予
防
に
も
大
変
注

目
さ
れ
て
い
る
「
健
康
麻
雀
」

を
地
域
有
志
の
方
を
講
師
に

迎
え
教
え
て
い
た
だ
き
ま
す
。

■
参
加
費　
１
０
０
円

■
申
込
・
問
合
せ

　　　　　　　　　　　

社
協
明
科
支
所

　　　　　　　　　　　

電
話
62-

２
４
２
９

「
あ
い
り
す

健
康
麻
雀
教
室
」

開
催
の
お
知
ら
せ

■ ・・・・ ・ ・
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情
報
誌

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

「
ワ
ー
ド
初
級
講
座
」
参
加
者
募
集

「
安
曇
野
パ
ソ
コ
ン
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
で
は
、
マ
ウ
ス
操
作
や
文
字
入
力
が
で
き
、
パ
ソ
コ
ン
を
持
参

で
き
る
方
を
対
象
に
し
た
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

■
日　　

程　

◎
火
曜
・
・
・W

ord2
0
1
3
/2

0
1
6

　　
５
月
１ ４
日
・
２１
日
・
２８
日
・
６
月
４
日

◎
水
曜
・
・
・W

ord2
0
1
0
/2

0
1
3
/2

0
1
6

　
５
月
１ ５
日
・
２２
日
・
２９
日
・
６
月
５
日

■
時　　

間　

午
後
１
時
半
～
３
時
半　　　　　　　　　

■
定　　

員　

各
コ
ー
ス
１２
名

■
会　　

場　

豊
科
さ
さ
え
あ
い
セ
ン
タ
ー
に
じ　　　

■
費　　

用　
１
，
７
０
０
円

■
締　　

切　
４
月
２６
日
（
金
）

■
問
合
せ
・
申
込
み　

豊
科
さ
さ
え
あ
い
セ
ン
タ
ー
に
じ　

電
話
72
‐
３
０
１
３

世話やきさんみっけ！お互いさまみっけ！ ボランティアセンターに行ってみよう！！

ボランティアセンターは

社協の本所 ・各支所内にあります！

ボランティアセンターのお仕事 

・ボランティアや地域の支え合いの活動等の相談

・ボランティア活動支援・ネットワークづくり

・ボランティア等に関する情報発信

・ボランティアや福祉に関する講座の開催

・学校や地域等で福祉やボランティア体験

・ボランティア保険の受付

・レクリエーションや体験等の機器の貸出

誰かの役に立ちたいの・・・
私にできることあるかしら？

企業のボランティア担
当です。 地域で活動し
たいのですが ・ ・ ・

ボランティアをしたい方 ・ ボ
ランティアをお願いしたい方
を結びます。
ボランティア活動や地域での
活動に関するお悩みや不安
など、 気軽にご相談ください。

ボランティアコーディネーター

（専門の職員）

「人と人 ・活動と活動を

繫げます！！」

ボランティアセンターって
どんなところ？

自分のできるボランティア
を紹介してください！！

近所の皆さんで
寄り合う場（サロン）を
始めたい ・ ・ ・

学校で福祉教育の
担当になったのですが・・・

地域の防災訓練で、 避
難所での支え合い等に
ついて学びたい ・ ・ ・

～初めてのパッチワーク～　サロン【すみれ】に参加しませんか
パッチワークキルト作家の深

み や ま

山公
ひ ろ こ

子さんが、 パッチワークを通じて交流するサロンを始めます。 パッチワー

クに興味のある方等どなたでも構いません。 布を縫い合わせるように、 人と人とも繋がり合いましょう。

■日　　時　５/１６、６/１３（毎月1回・毎回木曜日/午後１時半～３時半）※７月以降の予定も決まっています。

■会　　場　穂高地域福祉センター （社協穂高支所）　

■内　　容　まずは画像にあるようなポーチを、 ２回 （５月と６月） で完成させ、

その後は個人の希望に沿いながら進めていく予定です。

■人　　数　先着１０名　　　■持ち物　裁縫道具と筆記用具

■費　　用　500 円 （ポーチの材料費として）

■問合せ　穂高地域福祉センター （社協穂高支所）　　電話８２- ２９４０

井
口
さ
ん
は
三
郷
福
祉
セ

ン
タ
ー(

社
協
三
郷
支
所)

に

週
２
、３
回
お
風
呂
に
入
り
に

お
越
し
で
す
。
そ
こ
で
お
友
達

に
な
っ
た
人
と
一
緒
に
、
卓
球

や
折
り
紙
、
お
茶
を
飲
ん
で

お
し
ゃ
べ
り
を
し
て
日
々
楽
し

ん
で
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

　
「
せ
っ
か
く
な
ら
み
ん
な
で
楽
し
く
過
ご
し
た
い
」
そ
ん
な
思
い
か

ら
、
お
風
呂
で
一
緒
に
な
る
知
ら
な
い
人
に
も
声
を
か
け
て
み
た

と
い
う
こ
と
で
す
。
細
か
い
作
業
が
好
き
で
、
折
り
紙
で
色
々
な

も
の
を
作
り
持
っ
て
行
か
れ
た
り
、
作
り
た
い
人
と
は
一
緒
に
作

っ
た
り
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

年
に
数
回
、
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
仲
良
く
な
っ
た
人
と
料
理
や
漬
物

を
持
ち
寄
っ
て『
き
よ
り
会
』と
い
う
交
流
会
を
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
み
ん
な
で
集
ま
る
と
、
元
気
を
も
ら
っ
た
り
時
に
は
あ
げ
た
り
と
、

笑
顔
に
な
り
「
よ
っ
て
き
ま
し
ょ
！
や
っ
て
き
ま
し
ょ
！
」
が
井
口

さ
ん
の
口
癖
に
な
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。

　　　　

身
近
な
サ
ロ
ン
で
地
域
の
絆
を
！

明
科　

矢
澤　

久
男
さ
ん

区
長
・
地
区
社
協
会
長
を
経
験
さ
れ
、
地
域
の
一
人
暮
ら

し
高
齢
者
や
老
々
世
帯
の
方
た
ち
が
、
な
か
な
か
外
に
出
歩
か

な
く
な
り
、
仲
間
と
の
交
流
が
疎
遠
に
な
っ
て
い
る
と
感
じ
た
矢

澤
さ
ん
。

「
足
腰
が
弱
く
な
っ
て
き
て
い
る
方
の
中
に
は
、
区
の
公
民
館
ま
で

行
く
の
が
大
変
な
方
も
い
る
。
で
も
、
よ
り
身
近
な
常
会
所
ま

で
な
ら
出
て
来
ら
れ
る
！
」
と
、
常
会
内
で
の
サ
ロ
ン
、
そ
の
名

も
「
潮
第
４
常
会
サ
ロ
ン
」
を
始
め
ら
れ
ま
し
た
。

奥
様
や
民
生
委
員
さ
ん
、
老
人
ク
ラ
ブ
の
会
長
な
ど
協
力
者

も
た
く
さ
ん
。
図
書
館
や
社
協
で
貸
し
出
し
て
い
る
Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
映

画
を
見
た
り
、「
信
濃
の
国
」
や
童
謡
を
歌
っ
た
り
、
お
茶
や
お

茶
菓
子
は
み
ん
な
で
持
ち
寄
り
、
無
理
の
な
い
か
た
ち
で
続
け
て

い
ま
す
。

次
の
開
催
を
楽
し
み
に
さ
れ
て
い
る
参
加
者
の
皆
さ
ん
の
言
葉

も
ま
た
矢
澤
さ
ん
の
原
動
力
に
な
っ
て
い
ま
す
。

よ
っ
て
き
ま
し
ょ
！

や
っ
て
き
ま
し
ょ
！三郷　井口　陽子さん

ふれあいバスの旅
参加者募集

今回の旅は、 新潟県へ

詳しいご案内や申込み用紙は、

こちらの広報紙 「あづみん」 に挟

み込まれております。 ご参加お待ち

しております。

「
こ
こ
に
来
る
と
仲
間
の
顔
を
見
ら

れ
る
し
、い
ろ
い
ろ
な
話
も
で
き
る
」

「
家
に
ポ
ツ
ン
と
い
て
も
仕
方
な

い
。
月
に
一
回
の
楽
し
み
」

「
い
い
こ
と
を
や
っ
て
く
れ
て
あ
り
が

た
い
！
」

（問合せ ： １０ページの連絡先をご覧ください）
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児 童 館 から お 知らせ　　☆詳しい内容などは、各児童館へお問合せください。☆行事で予約申込み多数の場合は抽選となります。

■５月休館日　１日 ( 水 ) 即位の日	２日 ( 木 ) 国民の休日	３日 ( 金 ) 憲法記念日　４日 ( 土 ) みどりの日
５日 ( 日 ) こどもの日　６日 ( 月 ) 振替休日　１２日 ( 日 )　１９日 （日） ２６日 （日）

職　

員　

人　

事　

異　

動　
　

前
職
は
省
略

［
ま
・
め
ぞ
ん
］
係
長　

山
岸
健

［
わ
た
ぼ
う
し
］
係
長　

本
田
洋
介

［
す
み
れ
の
郷
］
係
長　

山
田
佳
子

■
地
域
福
祉
課　

地
域
福
祉
係

［
本
所
］
主
任　

北
村
早
希

［
本
所
］
主
任　

加
藤
和
博

［
北
部
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
］

主
任　

山
田
修

■
介
護
事
業
課　

居
宅
介
護
支
援
係

［
本
所
］
主
任　

青
栁
佑
佳

■
介
護
事
業
課　

通
所
介
護
係

［
豊
科
］
主
任　

中
村
厚
詞

［
穂
高
］
主
任　

牧
石
喜
美

［
堀
金
］
主
任　

宮
下
真
澄

［
明
科
］
主
任　

今
井
育
代

■
介
護
事
業
課　

訪
問
介
護
係

［
三
郷
］
主
任　

平
倉
美
代

［
明
科
］
主
任　

草
深
孝
子

■
介
護
事
業
課　

訪
問
看
護
係

［
穂
高
］
主
任　

矢
花
恵
美
子

■
障
が
い
福
祉
課　

障
が
い
福
祉
係

［
ふ
き
ぼ
こ
の
家
］
主
任　

木
口
圭
子

■
地
域
福
祉
課　

地
域
福
祉
係

［
穂
高
］
主
事　

竹
内
紀
子

［
堀
金
］
主
事　

野
本
博

■
地
域
福
祉
課　

子
育
て
支
援
係

［
南
穂
高
児
童
館
］
主
任　

田
多
井
励

【
総
合
職
員
】

［
平
成
３ １
年
４
月
１
日
付
］

■
兼
ね
て
地
域
福
祉
課　

個
別
支
援
担
当

［
本
所
］
係
長　

秦
泉
寺
孝

■
兼
ね
て
障
が
い
福
祉
課　

障
が
い
福
祉
係

［
ふ
き
ぼ
こ
の
家
］
係
長　

丸
山
眞
一

■
総
務
課　

総
務
係

［
本
所
］
係
長　

伊
藤
加
奈
子

■
地
域
福
祉
課　

地
域
福
祉
係

［
本
所
］
係
長　

稲
越
幸
男

［
本
所
］
係
長　

山
岸
久
美
子

■
地
域
福
祉
課　

地
域
福
祉
係

［
南
部
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
］

係
長　

山
岸
佳
苗

■
地
域
福
祉
課　

子
育
て
支
援
係

［
穂
高
北
部
児
童
館
］
係
長　

松
澤
豊

［
穂
高
西
部
児
童
館
］
係
長　

片
桐
大
輔

［
三
郷
児
童
館
］
係
長　

伊
東
恭
子

［
堀
金
児
童
館
］
係
長　

中
越
玲
貴

■
介
護
事
業
課　

訪
問
介
護
係

［
穂
高
］
係
長　

中
田
誠
子

■
介
護
事
業
課　

訪
問
看
護
係

［
穂
高
］
係
長　

荒
川
あ
ゆ
み

■
障
が
い
福
祉
課　

障
が
い
福
祉
係

［
ほ
っ
ぷ
ラ
イ
フ
］
係
長　

百
瀬
宏
明

［
じ
ゃ
ん
ぷ
］
係
長　

伊
藤
真
由
美

［
た
ん
ぽ
ぽ
］
係
長　

百
瀬
隆
明

［
三
郷
児
童
館
］　　

主
任　

模
恵
理

［
明
科
児
童
館
］　　

主
任　

大
月
美
保

■
介
護
事
業
課　

介
護
事
業
係

［
本
所
］
主
事　

竹
田
孝
子

■
障
が
い
福
祉
課　

障
が
い
福
祉
係

［
じ
ゃ
ん
ぷ
］
兼
ね
て
［
ま
・
め
ぞ
ん
］

　　　　　　　　

主
任　

百
瀬
正
臣

【
採
用
】

［
平
成
３ １
年
４
月
１
日
付
］

■
地
域
福
祉
課　

地
域
福
祉
係

［
豊
科
］
主
事　

嶋
田
真
理

［
穂
高
］
主
事　

奥
原
め
ぐ
み

［
三
郷
］
主
事　

溝
端
桃
子

■
地
域
福
祉
課　

子
育
て
支
援
係

［
高
家
児
童
館
］
主
事　

平
林
高
志

［
穂
高
西
部
児
童
館
］

　

主
事　

清
澤
志
保

■
介
護
事
業
課　

介
護
事
業
係

［
本
所
］
主
事　

内
田
満

■
介
護
事
業
課　

通
所
介
護
係

［
三
郷
］
主
事　

荻
野
幸
子

［
明
科
］
主
事　

藤
岡
忠
之

■
介
護
事
業
課　

訪
問
介
護
係

［
穂
高
］
主
事　

荻
野
夕
子

■
障
が
い
福
祉
課　

障
が
い
福
祉
係

［
ほ
っ
ぷ
ラ
イ
フ
］
主
事　

柴
麿
衣

【
再
雇
用
職
員
】

［
平
成
３ １
年
４
月
１
日
付
］

■
地
域
福
祉
課　

子
育
て
支
援
係

［
豊
科
中
央
児
童
館
］
主
任　

森
山
好
美

［
堀
金
児
童
館
］　

中
村
直
美

■
介
護
事
業
課　

居
宅
介
護
支
援
係

［
本
所
］　

中
村
要
子

■
介
護
事
業
課　

通
所
介
護
係

［
豊
科
］　

栁
澤
育
子

■
介
護
事
業
課　

訪
問
看
護
係

［
穂
高
］　

井
原
恵
子

【
退
職
】

［
平
成
３ １
年
３
月
３ １
日
付
］

■
地
域
福
祉
課　

地
域
福
祉
係

［
穂
高
］
主
事　

久
保
田
優
子

［
三
郷
］
主
事　

山
崎
真
美

■
地
域
福
祉
課　

子
育
て
支
援
係

［
穂
高
北
部
児
童
館
］
主
任　

田
中
優
麻

［
明
科
児
童
館
］
主
任　

宮
下
茂
美

豊科中央　TEL 72-0122

◎ﾁｬﾚﾝｼﾞﾀｲﾑ 「飯ごうすいさん」
■５月１８日（土）１０：００～１２：００
■予約　必要
■対象　小学生１５名
■参加費　１００円

◎みんなあつまれ
「おらが村のうまいもん」
■５月２４日（金）１０：３０～１２：００
■予約　必要
■対象　乳幼児親子１５組
■参加費　１００円

穂高中央　TEL 84-0762

◎「絵本の読み聞かせ」
■５月１５日（水）１ １ ：００～１ １：２０
■おはなしどりぃむさん

◎みんなあつまれ
「オイリュトミー療法でリラックス」
■５月２０日（月）１０：３０～１ １：３０
■予約　必要
■対象　乳幼児親子１５組

堀金　TEL 71-2122

◎「身体測定」
■５月１３日（月）１０：００～１２：００
■乳幼児親子

◎みんなあつまれ
「絵本の読み聞かせ」
■５月２４日（金）１０：３０～１ １：３０
■対象　乳幼児親子

明科　TEL 62-2482

◎「絵本の読み聞かせ」
■５月１３日（月）１ １ ：００～１ １：２０

◎「クライミング教室」
■５月２５日（土）１４：００～１５：３０
■予約　必要
■対象　小学生１５名

穂高西部　TEL 82-2527

◎ﾁｬﾚﾝｼﾞﾀｲﾑ
「おいしいパフェを作ろう！」
■５月１ １日（土）１０：３０～１ １：３０
■予約　必要
■対象　小学生１５名
■参加費　１００円

◎「もぐもぐカフェ」
■５月１ ３日（月）・２４日（金）
１ １ ：１ ５～１２：００

■対象　乳幼児親子

穂高北部　TEL 83-5494

◎みんなあつまれ
「５月生まれハッピーバースディ」
■５月１７日（金）１０：３０～１ １：３０
■予約　不要
■対象　乳幼児親子

◎ﾁｬﾚﾝｼﾞﾀｲﾑ 「春のおやつ作り」
■５月１８日（土）１０：３０～１２：００
■予約　必要
■対象　小学生１５名
■参加費　１００円

高家　TEL 72-5685

◎みんなあつまれ
「おひるねアート」
■５月８日（水）～１０日（金）
　　いつでもどうぞ
■対象　乳幼児親子

◎ﾁｬﾚﾝｼﾞﾀｲﾑ 「手打ちうどん」
■５月１８日（土）１０：００～１２：００
■予約　必要
■対象　小学生１５名
■参加費　１００円

南穂高　TEL 71-5150
◎ﾁｬﾚﾝｼﾞﾀｲﾑ
「飯ごうすいさん＆カレー会」
■５月１８日（土）１０：００～１２：００
■予約　必要
■対象　小学生１ ５名
■参加費　１５０円

◎みんなあつまれ
「ママキッズビクス」
■５月２３日（木）１０：３０～１ １：３０
■予約　必要
■対象　乳幼児親子２０組

ファミリーサポート依頼会員登録会【５月】
■穂高北部児童館 １０日（金）

■受付　１ ０：２０　　説明会　１ ０：３０ （登録）

■登録は無料です。 ※印鑑が必要です。

■問合せ

ファミリーサポートセンター　電話７１ ‐ １ １ ２５

※堀金支所では随時受付中♪ （要予約）

育児相談日【５月】
時間　１０：３０～１２：００

■豊科中央	 10日（金）	 ■堀金	 13日（月）

■高家	 10日（金）	 ■明科	 13日（月）

■南穂高	 24日（金）

■穂高中央	 17日（金）

■穂高西部	 10日（金）

■穂高北部	 10日（金）

■三郷	 20日（月）

三郷　TEL 76-0185

◎「お下がり会」
■５月１８日（土）１０：３０～１ １：００
■予約　出品者のみ必要
■対象　乳幼児親子
※当日の入場順は、 ①出品者
→②一般 （整理券） の順

◎「身体測定」
■５月２０日（月）１０：００～１２：００
■乳幼児親子
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■発 行 日	 ２０１９年４月１８日（木）

■編集・発行	 社会福祉法人	安曇野市社会福祉協議会

■ E - m a i l	 sasaeai@azuminoshakyo.or.jp

■ U R L	 http://azuminoshakyo.jp

■印　　刷	 有限会社	安曇印刷
※社協だより「あづみん」は皆様の会費によって発行されています。

※社協だより「あづみん」の配布についてのお問い合わせは、㈲ペーパー・

シャワーズ	まかせて安曇野	TEL（０２６３）８８-４９８６までお願いします。
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●お楽しみ会　■１３：００～１５：００

■豊科支所　 5月10日（金）

■穂高支所　 5月21日（火）

■三郷支所　 5月 8日（水）

■堀金支所　 5月17日（金）

■明科支所　 5月14日（火）

誰
と
で
も
お
し
ゃ
べ
り
し
な
が

ら
、
物
づ
く
り
や
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
な
ど
楽
し
い
時
間
を
過

ご
す
地
域
の
居
場
所
で
す
。

相
談
は
無
料
、予
約
不
要
で
す
。

★
印
は
行
政
相
談
を
同
時
開
催

●介護相談

■居宅介護支援センター

■平日８：３０～１ ７：３０

（土曜・日曜・祝日は除く）

■電話７１－５７３５

●心配ごと・行政相談　■１ ３：００～１ ６：００

■堀金支所	  ★20日(月)

■穂高支所	 5月 7日(火) ★21日(火)

■豊科ささえあいセンターにじ

 5月11日(土) ★22日(水)

■三郷支所	 5月 9日(木) ★26日(日)

■明科支所	 5月10日(金) ★24日(金)※堀金、明科は１０：００～１２：００

↑穂高方面

↓松本方面

安曇野I.C→

デリシア様

成相

ま・めぞん

カ
ク
ミ
ズ
様

安
曇
野
か
わ
い

ミ
ル
ク
セ
ン
タ
ー
様

天狗大石や様

国
道
１
４
７
号
線

豊  
科  

駅

ま・めぞんのお豆腐
「長野県知事賞」を受賞しました！

■賞名
長野県知事賞 【きぬごし豆腐の部】

■銘柄
ぎゅぎゅっと濃厚きぬごし豆腐

平成３１年１月に長野市で開かれた、 第２２回長野県豆

腐品評会 （主催 ： 長野県及び長野県豆腐商工業協同

組合） に出品し、 過去最高の成績で４回目の入賞をす

ることができました。

県内の豆腐専門店や老舗が参加する品評会での、 最

優秀賞に次ぐ賞の受賞で、 ご利用者様、 職員ともに喜

びと感謝の気持ちでいっぱいです。

●ご利用者様の声

「いつもやっていることが評価されてよかった」

「進歩して上の賞を取れてよかった」

●職員の声

「障がいがあってもずば抜けた成果をあげることができる

んだと感じた」

「ご利用者様の頑張りが評価されたことが嬉しい」

ぎゅぎゅっと濃厚きぬごし豆腐

安曇野市産の大豆 「ナカセンナリ」 を

使用した商品で、 大豆の豊かな香りと甘

みが感じられ、 滑らかな食感が特長です。

表彰後、 笑顔の 「ま ・ めぞん」 の皆さん

■
問
合
せ　

　

す
て
っ
ぷ
ワ
ー
ク　
ま
・
め
ぞ
ん

　　　　　　　

電
話
８８-

８
５
０
６

　　　　　　　

安
曇
野
市
豊
科
４
６
７
８-
２


